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信頼性保証証明

株式会社三菱化学安全科学研究所

横浜研究所

試験委託者： 環境庁

表題二 4，47一スルホニルジフェノールのヒメダカ（0理z1那ノ認1pθ5）に対する

急性毒性試験

試験番号： 9B501G

　本試験は試験計画書および標準操作手順書に従って実施され，本報告書には試験に使用した

方法，手順が正確に記載されており，試験結果は生データを正確に反映していることを下記の

通り確認した。

己寺口

試験実施状況査察

試験報告書監査

実施日

2000年

2000年

2000年

2月28日

3月　3日

3月31日

運営管理者および

試験責任者への報告日

2000年　2月28日

2000年　3月　3日

2000年　3月31日

2000年　3月31日

　　　信頼性保証担当者
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　　　　　　　　　　　　　　　試験実施概要

1　表題：　　4，4’一スルホニルジフェノールのヒメダカ（Ofy幻∬ノ∂！ノρθ5）に対する

　　　　　　　急性毒性試験

2．試験目的：　被験物質のヒメダカ（0∫y幻∂5ノ∂！1ρθ5）に対する急性毒性試験を行い，96時

　　　　　　　　間の半数致死濃度（LC50）を求める。

3．適用ガイドライン：本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．203「魚類毒性試験」

　　　　　　　　　（1992年）に準拠した。

4．適用G　L　P：本試験は環境庁のG　L　P規則に準拠した。

5．試験委託者

　名称：　　　環境庁

　住所：　　　〒100－8975　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

　委託担当者：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　　 　

6．試験受託者：

　名称：　　　　株式会社三菱化学安全科学研究所

　所在地：　　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

7．試験施設：

　名称：　　　株式会社三菱化学安全科学研究所・横浜研究所

　所在地：　　　〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　3月31日）

　試験担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　3月31日）

　分析担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000年　3月31日）

9．試験期間：　試験開始日　　　1999年11月16日
　　　　　　　試験終了日　　　2000年　3月31日
　　　　　　　暴露期間　　　　2000年　2月28日～2000年　3月　3日

10．保管二

　試験に関する下記の記録及び試資料は，試験報告書作成後10年間，当研究所試資料保管施

設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　1）試験計画書

　2）試験報告書

　3）生データ

　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　5）被験物質

　6）その他必要なもの
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要 巳
日

試験委託者

環境庁

表　　題

　4，4’一スルホニルジフェノールのヒメダカ（0理z1θ5ノ召’1ρθ5）に対する急性毒性試験

試験番号

9B50！G

試験方法

　　　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．203「魚類毒性試験」　（1992年）に準拠

　　して実施した。

　　1）被験物質：　　4，4’一スルホニルジフェノール

　　2）暴露方式：　　半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換），水面をテフロンシートで被覆

　　3）供試生物：　　ヒメダカ（0理z盈5ノ餌ノρθ5）

　　4）暴露期間：　　96時間

　　5）試験濃度（設定値）　：対照区，100mg／L（限度試験）

6）試験液量：

7）連数：

8）供試生物数：

9）試験温度：

10）照明二

1D分析法：

5．OL／容器

1容器／濃度区

10尾／濃度区

24±1℃

室内光，16時間明／8時間暗

H　P　L　C法

結　　果

　　1）試験液中の被験物質濃度：測定濃度は設定濃度に対して±20％以内であった。

　　　結果の算出は設定濃度に基づいて行った。

　　2）96時間の半数致死濃度（LC50）：〉100mg／し

したがって，
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1　被験物質

　1．1名称，構造式および物理化学的性状

　　名　称：　　4，4’一スルホニルジフェノール（略称　S　D　P）

　　別名ニ　ビスフェノールS

　　　　　　　　ビス｛4一ヒドロキシフェニル）スルホン

　　CAS　Nα二　80－09－1

　　構造式二

　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

　　　　　　　　　H・O　l　O・H

　　　　　　　　　　　　　　　　　O

分子式＝　　C12HloO4S

分子量’㌧　　250．27

融点’1：　　24！℃

その他半］：　酸化剤，強塩基との接触に注意

判1供給者提供資料

1．2供試試料

　純度I　l

　ロット番号‡1：

　供給者：

　供給量ヰ1：

　入手日＝

　外観辱1：

99．4％（中和法）

GGOl

　　　　　　509

　　　　　　1999年9月3日

　　　　　　白色粉末

＊1：供給者提供資料
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1．3被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の特性が認められることを確

認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクトルと

比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中安定であった

と判断された。

2 供試生物

D和名：

2）学名：

3）被鱗体長：

4）体重：

5）入手先：

6）入手日：

7）感受性の確認：

8）馴化期間：

ヒメダカ

Or」vzノθ5　／8’1ρθ5

1．86cm（1．51～2．48cm），n＝10

0．118g（0．064～0．347g），n＝10

三京水産株式会社（東京都新宿区市谷田町一丁目1番地）

1999年10月4日

基準物質（硫酸銅（H）五水和物，試薬特級）による96時間半数致死濃

度（LC50）ニ0．97mg／L（この値は当研究所における1995年以降のLC50値

0．44～0．92mg／L，nニ9にほぼ一致する。）

2000年1月12日～2000年2月28日

暴露開始前7日間の死亡率は5％以下で，試験には肉眼的に健康で正常

な個体を使用した。　（暴露開始前12日間の馴化条件は以下に示す。）

馴化条件

1）飼育水：

2）飼育方法：

3）水温：

4）照明1

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

流水式

24±1℃

室内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗

市販のテトラミン⑧

魚体重の約2％／日（暴露開始の24時間前からは無給餌）
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3　試験方法

　3．1　試験条件

　　1）暴露方式：

　2）暴露期間：

　3）試験液量：

　4）連数：

　5）供試生物数：

　6）エアレーション：

　7）試験温度：

　8）照明：

　9）給餌：

半止水式（24時間毎に試験液の全量を換水）

96時間

5．OL

1容器／濃度区

10尾／濃度区

なし

24±1℃

16時間明（10001ux以下）／8時間暗

無給餌

水面をテフロンシートで被覆

3．2　希釈水

　脱塩素水（横浜市水道水を活性炭処理し，残留塩素等を除去した後，充分通気したもの）

　を使用した。希釈水水質測定結果を付属資料一1に示した。魚飼育水として適性な水質で

　あると判断した。

3．3

　1）試験容器：

2）恒温槽：

3）水温計：

4）溶存酸素計：

　5）p　H計：

試験容器および恒温槽等

5．O　L容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ビ製水槽（恒温装置，ダイテック製　クールニットCL－80F）

横河電機製　245502型

電気化学計器製　DOHO型

東亜電波工業製　HM－40V型
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3．4　試験濃度の設定

　以下の表に示す予備試験（各1連，5尾／濃度区）結果に基づき、本試験濃度を次のよう

に決定した。

　本試験濃度：対照区，100mg／L（限度試験）

　予備試験結果

濃度（mg／L） 96時間の死亡率（％）

100 0

　　　半止水式（48時間後に換水）

3．5　試験液の調製

　被験物質1000mgを希釈水で5000mしに定容し，被験物質原液とした（被験物質濃度

200mg／L）。試験液は被験物質原液の下記に示した量を採取し希釈水で5．Oしに定容とした。

試験液濃度

　mg／L

被験物質原液添加量

　　　　mL
　0（対照）
100 0

0
　
0
　
5
　
2
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3．6　試験液の分析

　試験開始時および24時間後に各試験水槽より試験液0．75mLを採取し，これにアセトニトリ

ルを0．75mL添加混合後，HPLCにより分析を行った。試験液の分析に際しては，試料測定

毎に標準溶液の測定を行い，そのピーク面積比から定量した。詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

　　暴露開始時に供試魚と同水槽で馴養した魚10尾の重量および被鱗体長を測定した。

　　各試験水槽の試験液の水温，溶存酸素濃度，pHを測定後，試験水槽中に供試魚を1濃

度区当り10尾投入した。水温，溶存酸素濃度，pHは試験開始時および24時間毎の換水前

後に測定した。暴露期間中給餌は行わなかった。

　　暴露開始後，24，48，72及び96時間後に死亡個体数を記録するとともに観察された毒性

の徴候或いは異常を記録した。一般的に記載する症例と定義を下記に示した＊。死亡個体を

発見した場合は，水質の悪化が起こらないよう速やかに取り除いた。

＊一ﾊ的症例と定義

　死亡：　　　刺激を与えた場合に反応の認められないもの。

　異常呼吸：　対照区の魚と比較して鰓蓋の動きが異なるもの。

　異常遊泳：　明らかに対照区の魚と異なる遊泳をしたもの。動作の緩慢，過敏，痙攣，

　　　　　　　反転等。

　遊泳不能：　底部または水面で動いてはいるものの，水中を遊泳することが不可能な

　　　　　　　もの。横転，仮死を含む。

4　結果の算出

　　100mg／しの限度試験のため半数致死濃度（LC50）の算出は行えなかった。
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5　結果および考察

　5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　該当する事象は無かった。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　試験開始時および24時間後に試験液中の被験物質濃度を測定した。その結果をTable1に

示した。

　設定濃度に対して±20％を超える分析結果がなかったため，以下の値（半数致死濃度，0％

死亡最高濃度，100％死亡最低濃度，毒性症状の現れる濃度）は設定濃度を基に示した。

5．3　半数致死濃度（LC50）

　各時間における死亡率をTable2に，　濃度一死亡率曲線をFigure　lに示した。

　96時間暴露の対照区の死亡率は0％であり，試験成立条件を満たした。

　以上の結果から半数致死濃度（LC50）をTable3および以下に示した。

　　　　96時間LC50：＞100mg／L

5．4　0％死亡最高濃度および100％死亡最低濃度

　0％死亡最高濃度および100％死亡最低濃度をTable4および以下に示した。

　　　　0％死亡最高濃度：　　　〉100mg／L

　　　　100％死亡最低濃度：　　〉100mg／L

5．5　毒性症状

　観察された毒性症状をTable5に示した。

　対照区および100mg／L区では試験期間中に異常な症状は観察されなかった。
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5．6試験液の水温，溶存酸素濃度およびpH

　試験液の水温をTable6，溶存酸素濃度をTable7，p　HをTable8に示した。

　水温はすべての濃度区で24±1℃で，溶存酸素濃度はすべての試験水槽で飽和溶存酸素濃

度（240℃の飽和溶存酸素濃度：8．25mg／L）の60％以上であり，いずれも試験基準を満たし

た。p　Hはヒメダカの飼育環境として適正範囲（6．0～8．5）内であった。

以　上
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Table　L Measured　Concentrat　ion　of　the　Test　Substance　in Test　Water

　　　（Semi－Static Condi　t　ion）

　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

Measured　Concentrat　ion，　mg／L

　　　　（Percen　t　of　Nomina　l）

O　Hou　r（new） 24　Hours（old）

Meana　Measured

Concentrat　ion

　　　　mg／L

．．Ω餌、t工9、1．，

100

．、≦旦：、．Ωa、．

103

（103）

．．≦9二．．照．．

105

（105）

104

（104）

new：

01d：

freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter24hoursexposure

a：　geome　t　r　i　c mean

r
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Table2， MortalityoftheMedaka（堕鎚）ExposedtotheTestSubstance

　　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

Meana　Measured

Concentrat　ion

　　　　mg／L

Cumul　at　ive　Mor　tal　i　ty　（Percent　Mor　tal　i　ty）

24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

，，鯉．鯉．．

100 104

．．9．

0

、、勲．，

（0）

．．旦、．．19！．．

0　（0）

．．9、．．勲、、

0 （0）

．．旦．．，．！9．．

0 （0）

a：　geome　t　r　i　c　mean
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Table3、 Calculated　LC50　Values

Exposure

Period

（Hours）

LC50

（mg／L）

　　　95－Percent

Confidence　Limits
　　　　　　（mg／L）

Statistical

　　　Method

、、婁4．， ．．≧！99．．
．．＝、．

．、4昼．．

，．エ．3．－

．、≧！99、

，，≧！旦旦．

．．2．．

96 〉100

、．上．．

～

Table4． Observation　oftheHighestConcentration

Concentrat　ion　in　100％　Mortal　i　ty

in　O％　Mor　tal　i　ty　and　the　Lowes　t

Exposure

Period

（Hours）

Highest　Concentration　in
　　　　　　O％　Mortal　i　ty

　　　　　　　　　（mg／D

Lowes　t　Concen　t　rat　i　on　in

　　　　100％　Mortal　i　ty

　　　　　　　　　（mg／L）

24

聴
黒血．

烈鰻．．

塑住．

腸一

漁旦

≧，！旦住

需’

煎豆9．

〉100 ＞100
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Table5． Observed　Toxicolo91cal　Symptoms

（Semi－Stat　ic　Condi　t　ion）

　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

Meana　MeaSured

Concentration

　　　　mg／L

　　　　　　Symptoms

（Symtom－numberoffish）

24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

Contro1

100 104

N

N

N

N

N

N

N

N

a：geometricmean

N　　　No　toxicol　ogica1 symptom　was　observed
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Table6． Temperature

（Semi－StaticCondition）

　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

Temperature，℃

O　Hour 24Hours 48Hours 72Hours 96Hours

new 01d new old new 01d new old

Contro1

100

23．5

23．5

23．4

23．4

23．3

23．3

23．7

23．7

23．7

23．7

23．7

23．7

23．7

23．7

23．8

23．8

new：

old：

freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter24hoursexposure

minimum：23．

maximum：23．3
8
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Table7． D　i　ssolved　Oxygen　Concent　rat　ions

（Semi－StaticCondition）

　　　Nominal

Concentrat　ion

　　　　mg／L

DissolvedOxygenConcentration，mg／L
O　Hour

　new
old

24Hours

new 01d

48Hours

new 01d

72Hours

new

96Hours

　　old

Contro1

100

8．4

8．3

7．6

7．3

8．0

8．0

7．4

7．3

8．0

8．0

6．6

6．0

8．4

8．3

5．8

5．8

new：

oldl
freshly　prepared　test　solutions

testsolutionsafter24hoursexposure

minimum：5．

maximum：8．8
4
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Tab正e8． pH　Values

（Semi－Stat　ic　Condi　tion）

　　Nominal

Concentration

　　　　mg／L

pH

O　Hour

　new
01d

24Hours

new old

48Hours

new old

72Hours

new

96Hours

　　old

Contro1 7．7 7．7 7．9 7．6 7．9 7．4 7．8 7．3

100 7．2 7．5 7．5 7．4 7．5 7．2 7．4 7．2

new：

oldl

freshlypreparedtestsolutions
testsolutionsafter24hoursexposure

min　imum：7．

maximum：7．2
9
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Figure1 Concen　t　ra　t　i　on－Response　（Mor　t　a　l　i　ty）　Cu　rve
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付属資料一1

　希釈水の水質
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Table　A－1 Water　Qual　i　ty　of　Di　lut　ion　Water

Parame　ter

COD

Tot　a　l　phosphorus

pH

Colifomgroupbacteria

Mercury

Copper

Cadmium

Zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Chromium

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromide

Fluoride

Sulfide

Total　a㎜onium

Arsenic

Selenium

EvaPorationresidue

Electric　conductivity

Totalhardness（asCaCO3）

Alkalinity

Sodium

Potassium

Calcium

Magnesium

一24一

Concentrat　ion

　　1mg／L

　　O．02　mg／L

　　7．6（22℃）

　　N．D．

　〈0．0001　mg／L

　　O．0018mg／L

　〈0．001　mg／L

　　O．O　l　mg／L

　　O．01　mg／L

　　O．07　mg／L

　〈0．01　mg／L

　〈0．005　mg／L

〈0．lmg／L

〈0．1mg／L

　　O．3mg／L

　N．D．

〈0．01　mg／L

〈0．05mg／L

　　O．14　mg／L

〈0．03mg／L

〈0．05　mg／L

〈0．005　mg／L

〈0．005mg／L

130mg／L

170　μS／cm

60mg／L

48mg／L

12mg／L

　　2．O　mg／L

16mg／L

　　5．1mg／L

Date　of　measurement March　16，　2000



付属資料一2

　分析方法
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！　分析方法

1）各試験液0．75mLをHPLC測定用バイアルに直接採取し，アセトニトリルを等量の0．75mL

　加え混合したものをHP　L　C測定試料とした。

2）標準液（アセトニトリル溶液）はH　P　L　C測定用バイアルに直接0．75mL採取し，これに純

　水を0．75mL加え混合したものをHPLC測定試料とした。
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2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

高速液体クロマトグラフ：ヒューレットハ。ッカード製HP－1100型（No．1）

　ワークステーション：　　　　HPケミステーション（Windows95）

　　　パソコン：　　　　　HPVectraXM，ディスフ。レイ；VectraVCA1280
　　　プリンター：　　　　　HP　LASER　JET4PLUS

　デガッサー：　　　　　　　G1322A型
　送液ポンプ：　　　　　　　G1312A型
　オートサンプラ：　　　　　G1313A型
　カラムオーブン：　　　　　G1316A型
　紫外可視分光検出器：　　　　G1314A型

（条件）

　カラム：　　　　Inertsi10DS－3V，5μm，46x150㎜（GLサイエンス製）
　溶離液：　　　　　　Acetoni　tri　le70％，0．OIMSodium　Dihydrogenphosphate30％

　流速：　　　　　　　l　mL／min

　測定波長：　　　　　256nm
　試料注入量：　　　　20μL
　カラムオーブン温度：40℃

3　検量線

　　被験物質の1000mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，アセトニトリルで順次希釈し，0，

　1．00～200mg／しの標準溶液を調製した。この標準溶液を一定量採取し純水で等量希釈したも

　のをHPL　Cに注入しピーク面積を測定した。横軸に濃度を（mg／L），縦軸にピーク面積

　　（count表示）をとり，検量線を作成した。検量線はほぼ原点を通る直線となり，最小二乗

　法による直線回帰式の相関係数はL　OOOと良好であった。

4　検出限界

　　最小検出ピーク面積を1countに設定し，

　　を検出限界とした。

これに相当する試験液中の被験物質濃度0、03mg／L

5　添加回収試験

　　試験液の分析は「1　分析方法」に示したように，試験液とアセトニトリルを混合する操

　作だけであるので添加回収試験は実施しなかった。従って，回収率の補正は行っていない．
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F　igure　A－2－1 Cal　ibration　Curve
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Figure　A－2－2 Representativechromatograms

（DStandardlOOmg／L；Ohour

　　　　　　　　Injec亡i。nDate　oo／o2／28　　　　　　seqLine
　　　　　　　　Te就N。・　　　，B501G　　　　　　　　Via1N。．
　　　　　　　　TesヒSubstance：SDP　　　　　　　　Inj．V。1．
　　　　　　　　lillき羅ir鄭

　　　　　　　　ハnalysis　Meヒhod　二C：、HPCHEM、1、凹ETHODS、1993，M、9BsOユG．M

　　　　1

　　　　1

20　μ1

閉Au

1000

500

600

岨。

2口o

o

鴨　　9 【

4

Aroa　Pe】rcent二　Report；

Paok　RetTime　　Type
　詳　　【min］

　　1　　　ユ．日53　BBA

　　　　To仁a1

Nidt：h　　Aroa　　　Heighし
【minl　［count］［counヒ1

　0．067　　49日6．9　1135．

　　　　　　　4986．ヨ

　　Area　モ
　　　　　［司

69　　　　100

噛告f @End　of　Repoコrヒ　，，＋

（2）Contro1；Ohour

　　　　　　　　手臨言？nDaL。：鑑乙28　　　瀧IL認？
　　　　　　　　TesヒSub5ヒance：SDP　　　　　　　　・nゴ、V。1．
　　　　　　　　Sample　Name　　　　　：conヒro1　0hr

　　　　　　　　畑．。試：謡言「　1鼎■

　　　　　　　　細alysis図eth。d：c＝、HPcHε凹￥1、MεTHoDs、1999．M、9B501G、M

　　　　2

　　　11

20　μ1

●“e■ nm
mAU

1㏄旧

聞〇

‘oo

400

200

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Area　Percεnヒ　Report二：

Paek　Ret：Time　　Tγpe　　四idヒh　　Area　　He土ght二　Area　モ
　　＃　【minl　　　　【min1　【。。unヒ］［c。unヒ1　国

No　peaks　found

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋青＋　End　of　Reporし　告f吾
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FigureA－2－2 Continued

（3）

iOOmg／Lnominal，Ohour

Injecヒion　Daしe
To5L　腫。．

Test　Sub5ヒanoo
Sample　Name
Acq　Operaヒor
Acq．　岡ethod
Analy8is　M已ヒhod

　00／02／2日　　　　　　　　　　　　　　　　Seq　Line　　　二　　　　　　　　3

　9B501G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No．　　　：　　　　　　　12

＝SDP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Inゴ、　Vo1．　　＝　　　　20　μ1

騨：C：￥HPC肥M、1、図ETHODS、1999・M、9B501G．M鴨。　o

mAu

佃oo

』口。

500
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200

o

Are且　Percont二　Repoτ亡；
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【min］
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5工］2．5

5■32．5

Hoighヒ　　ハr巳a　を

［counし】　国

117工．05　　　　　100

昏査＋ @End　of　Report二　看膚青
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Figure　A－2－2

　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　　　　　　　　　Continued

Standard100mg／L124hour

　　　　　Inゴe。ヒi。nDate　OO／02／2g　　　　　　　SeqLine　＝　　　1
　　　　　Tesヒ国。・　　　9B501G　　　　　　　　Via1No．　：　　　1
　　　　　TesヒSubstance　ISDP　　　　　　　　エnj．V。1．＝　20μl

　　　　　lill櫨季鱒
　　　　　勘alysis　図eヒhod　：C：、HPCHEM、ユ、METHODS、1999．M￥9B501G．M
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（5）Control　l24hour
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　　　　　　　　Te5ヒ　No・　　　　　　＝9B501G　　　　　　　　　　　　　　　Vial　No．　　＝　　　　　　11

　　　　　　　　T。stSubsヒanc巳：SDP　　　　　　　　Inj・V。1．：　20μ1
　　　　　　　　SampleName　　：oonヒro124hr
　　　　　　　　Acq　Operat：or　　　■II■■■■■■■■■■■■臨

　　　　　　　　Aoq・　Method　　　　　：9B501G．M
　　　　　　　　Analys　i8　Me亡hod　：C：￥HPCHEM、1、METHODS＼■999．M＼9B501G．M
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FigureA－2－2 Continued

（6）　100mg／L　nomi　na1；　24　hou　r

　　　　　　　InjeCヒi。nDaしe＝OO／02！2g　　　　　　SeqLine　：　　　〕
　　　　　　　Te5ヒN。・　　　二9B501G　　　　　　　　via1N。．　：　　　12
　　　　　　　TesこSub9亡ance二SDP　　　　　　　・nj、V。1．＝　20μl
　　　　　　　lill櫨｝騨
　　　　　　　Analys　is　Meヒhod　＝C；￥HPCHE凹、1、凹ETHODS、1999．M、9E501G．M
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　　　噺青膚　End　of　Reporヒ　＋昏青
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